
 

 

未来社会創造事業 （探索加速型） 

「顕在化する社会課題の解決」領域 

終了報告書 （探索研究） 

 

令和 4年度採択研究開発代表者 

 

［研究開発代表者名：藪 浩］ 

 

  

［東北大学 材料科学高等研究所・教授］ 

 

 

［研究開発課題名：バイオマスを基にした物質・エネルギー循環技術の実現］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施期間 ： 令和 4年 10月 1日～令和 7年 3月 31日 



 

1 

 

§１．研究実施体制 

 

（１）「バイオマスを基にした物質・エネルギー循環技術の実現」グループ（東北大学） 

① 研究開発代表者：藪 浩 （東北大学材料科学高等研究所、教授） 

② 研究項目 

・電極触媒としての性能評価による最適組成の決定 

・エネルギーデバイスへの実装 

 

（２）「バイオマス由来電極触媒の生産技術開発およびエネルギーデバイス開発」グループ（AZUL 

Energy（株）） 

① 主たる共同研究者：伊藤 晃寿 （AZUL Energy（株）、代表取締役社長） 

② 研究項目 

・量産と触媒電極化 

・エネルギーデバイスへの実装 

・協業企業・体制の構築 

 

§２．研究開発成果の概要 

 

水電解・燃料電池などの水素システムや金属空気二次電池は再生可能エネルギーから得られ

る電力の平準化技術として期待されている。しかしながら資源制約や経済安全保障上課題があり、

高コストな Pt 等の白金族金属（Platinum Group Metals, PGMs）を電極触媒として使用するた

め、普及が妨げられている。本研究では廃棄バイオマスであるホヤ殻由来セルロースナノファイバ

ー（CNF）と乾燥血粉を混合・焼成することで得られる「ナノ血炭」を最適化することにより、PGM フ

リーかつ廃棄資源を活用した上記デバイスにおける多機能な電極触媒として、PGM や代替触媒

に匹敵する性能を有することを証明した。具体的には、混合する廃棄バイオマスの組成を最適化

することで、水電解における電極反応である水素発生反応（Hydrogen Evolution Reaction, 

HER）、酸素発生反応（Oxygen Evolution Reaction, OER）、および燃料電池や金属空気二次

電池のボトルネック反応である酸素還元反応（Oxygen Reduction Reaction, ORR）の全てに高

い活性を示す電極触媒を実現した。また、廃棄バイオマスとしてのホヤ殻由来 CNF の量産技術、

大量炭化技術および電極化技術の開発に成功し、廃棄バイオマスから電極触媒の生産技術開発

にも成功した。デバイスとしては水電解、金属空気二次電池だけで無く、通常よりも電圧が 1.6 倍

高い亜鉛空気電池セルや、海水などを吸って発電する金属空気紙電池、高性能キャパシタなど、

様々な新規エネルギーデバイスの開発にも成功した。これらの開発の結果、廃棄バイオマスを用

いた電気化学触媒の基礎的な学理の構築と応用実証を完了した。 
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